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本校の授業改善に向けた視点 

教育課程編成上の工夫 
指導方法・指導体制 

の工夫 
評価活動の工夫 

校内における研究や研修

の工夫 

家庭や地域社会との 

連携の工夫 

○始業前10分間の朝 

読書を継続し、落ち 

着いた気持ちで授業 

に臨む姿勢を養う。 

○「高松生活ノート

」を定着させ、「三行

日記」を有効に活用

し、生徒理解やいじ

め等の防止に役立て

、生徒の学校生活の

充実と向上を図る。 

☆教科間の連携

を図り、効果的

な学習指導を行

う。  

○区、全国及び都の学力 

調査から分析した生徒の 

実態把握及び生徒による 

授業評価の結果を受け、 

具体的な改善策を確実に 

実践し、よりよい授業の 

構築を目指す。 

○少人数授業では教師間 

の連携を密にして計画を 

立てることで丁寧で充実 

した指導を目指す。 

☆単元を意識した指導計 

画を立案し体系的な指導 

を行い、学力向上につな 

げる。 

○日常の学習活動の中か

ら、多くの評価資料を揃

え、これらを基に評価を

実施する。 

○年度初めに、評価の方 

針を生徒･保護者に説明 

して理解を図り、生徒が 

次の学習活動に生かせる 

評価を推進する。 

☆ポートフォリオを活用

して形成的評価を盛んに

取り入れていく。 

○特別支援教育の推進に 

力を入れ、生徒理解とその 

具体的な対応について全 

教師が共通理解･共通実践 

を行う。 

○道徳の教科化に向けて 

現実的な授業方法・評価例

を作成する。 

☆新学習指導要領の趣旨

を反映させた授業づくり

を推進する。 

○学校だより、ＨＰ、学 

年だより、授業参観、学 

校公開、高松交流ガーデ 

ン活動等で、学校の様子 

を公開し、地域や家庭か 

らの理解を図る。 

○ＰＴＡ･地域･関係機関 

との連携により､薬物乱 

用防止教室､セーフティ 

教室、ケイタイ安全教室 

及び防災訓練等を行い、 

安全教育を推進する。 

☆家庭学習充実の推進を 

図っていく。 

具 体 的 な 取 組 

○朝読書、「高松生活ノ 

ート」記入の時間は、担 

任･副担任が教室へ入 

り、各学級２人体制で全 

校共通の指導を行う。 

・学活･総合的な学習の 

時間の効果的な使い方 

を検討し、教科の授業時 

間確保に努める。 

○週ごとに実施時数調

査を行い、実施率が低い

教科は、土曜授業を生か

して調整する。 

☆ 情 報 交 換 を 行 い

、 ｶﾘｷ ｭ ﾗﾑ ﾏ ﾈｼ ﾞ ﾒﾝ ﾄ

を 意 識 し た 指 導 計

画 を 立 て る 。  

○正答率が高い問題・低い 

問題について、その傾向を 

分析し、本校生徒の課題を 

各教科で検討し改善策を考 

える。 

▲教師同士で授業を見学 

し合ったり、指導案検討 

会を実施して授業力の向 

上を図る。 

○単元ごとに指導計画や 

小テストを確認しながら 

授業を行う。 

▲新学習指導要領の趣旨 

を理解し、「主体的、対話 

的で深い学び」の視点か 

ら授業改善を図る。 

○年度当初、『高松中の評 

価』についての共通理解を 

図る。また評価・評定の記 

載においては、複数の目で 

点検する評価システムを構 

築する。 

○４月の保護者会で、評価 

に関する説明と高等学校へ 

の推薦条件についての説明 

を丁寧に行う。 

○日常的に評価資料の作成

に努め、適切な評価・評定

を行う。 

☆道徳の時間でポートフォ

リオを実施し、生徒の道徳

性の高まりをみとる。 

☆新学習指導要領の趣旨 

を理解し、それを反映させ 

た研究授業および協議を 

教科・道徳両方で行い、生 

徒の資質・能力の向上につ 

なげる。 

○特別支援アドバイザー 

やSCの助言をもとに個に 

応じた指導の充実を図る。 

○道徳の所見例を実際に 

作成し、次年度に教科化に 

備える。 

○学校公開を年３回実施 

し、地域・保護者の学校 

への理解を深めさせる。 

○防災訓練・セーフティ 

教室など、地域や警察・ 

消防の方々とともに安 

全・防災教育及び健全育 

成を充実させる。 

○震災時の対応マニュア 

ルを作り、地域と協力し 

て臨める体制を作る。 

☆生徒への日常的な指導 

に加え、三者面談、保護 

者会等の機会を活用し、 

保護者への家庭学習の重 

要性を発信する。 

               ☆→今年度からの取組  ○→定着・継続している取組  ▲→活性化が必要な取組 

教 育 目 標 

学校経営方針（学力向上にかかわる要点） 

個を生かし、豊かな人間性と社会性をはぐくむ教育を推進する。 
○深く考え進んで学ぶ人 

○思いやりのある心豊かな人 
○健康でたくましく生きる人 

 
 
 

☆ 「高松中生のあたりまえ」の行動化を教育活動の根幹とする。 
☆ 創意工夫された授業を行い、授業で信頼関係を築く。 

☆ 規律ある授業を行い、授業で生活指導の基盤を培う。 
 
 

昨年度の成果と課題 

＜成果＞ 
朝読書から三行日記という生活習慣が定着し、校内の学習環境が定着している。また新学習指導要領の趣
旨を反映させた授業改善が見られるようになってきた。論述問題への抵抗意識が減ってきている。 
＜課題＞ 
教師により意識の差や評価観の差異があり、授業力向上のための研修や評価への共通認識をもっていく必
要がある。同時に発達障害に関する理解を深めて、個に応じた対応の研修も必要である。また基礎基本の
定着が不足している生徒も多く、授業だけではなく家庭学習の充実も必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 


